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オープン＆クローズ戦略
～先進事例を踏まえた自社独自の戦略の立案・遂行に向けて～

１．オープン＆クローズ戦略
とは
オープン＆クローズ戦略とは、自社の

コア・イノベーション領域にある技術は、

集中的に開発しつつ、第三者を徹底して

排除し、他方、自社の非コア・イノベー

ション領域にある技術は、標準化したり

無償解放したりすることで市場の拡大を

図り、自社に有利な事業環境を構築する

戦略のことです。

２．外国の事例の紹介
大成功を収めたオープン＆クローズ戦

略をいくつか見てみましょう。

（１）インテル M P U

パソコンの基幹部品であるＭＰＵは、

特許や秘匿化により技術情報を確保し、

ブラックボックス化・クローズ化。

M P Uと外部の装置を接続するＰＣＩバ

スについては、柔軟な税制の政策支援を

受けた新興国企業であるパソコンメー

カーやマザーボードメーカーに許諾。た

だし、契約により改版を制限することで、

パソコンの技術進化を主導する。当時技

術力のなかったこれらのメーカーに、

P C Iバスやマザーボードに関する技術も

提供し、広く採用させることで、政策支

援とあいまって、 P C Iバスを大量普及さ

せる。これにより、ネットワーク外部性

を利用し，該ＰＣＩバス及び該マザー

ボードに最適な自社ＭＰＵを大量普及さ

せ、高収益化を実現。

（２）欧州のデジタル携帯電話システム

に係るＧＳＭ方式

携帯電話端末の内部及び外部仕様を標

準化・オープン化して低コストで大量普

及。

携帯電話の基幹ネットワークシステム

における無線基地局・制御装置をブラッ

クボックス化・クローズ化し、通信プロ

トコルに知的財産権を確保しつつ，その

進化・改版を主導。

これにより、全体市場の支配を実現。

（これに対し，無線基地局を介さず直接

インターネット接続可能なＷｉ－Ｆｉア

クセスポイントに係る米国主導の標準

化・オープン化，さらにはインターネッ

トのフルブラウザ機能（及びオープンな

ＯＳ）を有するアップル社（及びグーグ

ル社）のスマートフォンにより，該市場

支配は打破）

（３）アドビシステムズ

ＰＤＦ（ P o r t a b l e  D o c u m e n t  

F o r m a t）の作成・編集ソフトウェア

（ A d o b e  A c r o b a t）を有償で販売する

一方，ＰＤＦの読み取りソフトウェア

（ A d o b e  R e a d e r）を無償で公開・提供。

他企業等へは、ＰＤＦの仕様への準拠を

条件に，ＰＤＦの読み取り関連特許及び

著作権を無償開放することにより，同仕

様の独自拡張を制限して，技術と製品の

開発の方向性を主導。これにより，ＰＤ

Ｆ関連市場を拡大しつつ，高い利益率を

実現。

３．国内の事例の紹介
オープン＆クローズ戦略は、欧米

の I T企業の専売特許ではありません。

日本企業で成功した事例は、いくつ

もあります。

（１）三菱化学

ＤＶＤの製造プラットフォームを

構築・標準化・オープン化して新興

国における経済特区・柔軟な税制に

よる政策支援を受けた企業に提供し，

該製造プラットフォームに最適な自

社の記録材料及びスタンパーを該企

業に自社の特許発明その他の技術情

報の下でブラックボックス化・ク

ローズ化して供給して，高収益化を

実現。

（２）デンソー

物品流通管理の社内標準であった

ＱＲコードの基本仕様を普及のため

にＩＳＯ化し，必須特許を無償でラ

イセンスして，市場を拡大する一方，

ＱＲコードの認識技術やデコード技

術を差別化領域とし，リーダやソフ

トウェアを有償で販売して，リーダ

で国内トップシェアを獲得し，収益

を確保

４．おわりに
オープン＆クローズ戦略を実践す

るには、周到な調査、立案、準備を

しなければなりません。コア・イノ

ベーション領域と非コア・イノベー

ション領域の見極め・峻別、両領域

と、その間を繋ぐ境界領域について

の綿密な戦略の策定及び遂行が必須

であり、遂行中も市場の変化に即し

た臨機応変な修正が求められます。

私どもは、皆様の戦略の策定および

遂行をお手伝いいたします。お気軽

にお声がけ頂ければ幸いです。
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